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提供可能技術： 

・パターン認識・回帰問題における識別・関数近似器 

・SVM・部分空間法などを用いた機械学習 

・コンピュータビジョンに関する技術 

 

 

研究内容： SVM・部分空間法を用いた機械学習に関する研究 

 

 近年、人間と同様に機械に物事を判別させることや数値を予測させることなどを行わせるための技術が非常に重要に

なっている。このような技術において、機械に判別・予測をさせるための情報を学習させる機械学習が非常に重要にな

り、広く研究なされている。 

 特に、サポートベクトルマシン（SVM）はパターン認識問題において、その汎化能力の高さから世界中の多くの研究者

が活発に研究を行っている。SVM の特徴としてその汎化能力の高さだけではなく、学習データの中からサポートベクト

ルと呼ばれる一部のデータのみを用いて学習を行うことができ、膨大なデータであっても取り扱いが容易になりうる。こ

のことからスパース性を備えた識別器であると言える。また、パターン認識問題のみではなく回帰問題などへの拡張も

容易である。 しかしながら、学習において解くべき最適化問題が複雑になりうることが多くみられるため、実用的に用

いるためにはそれに合した学習アルゴリズムの拡張が必須となる。 

 また、1970 年代に提案された日本発の機械学習手法で、現在でも広く用いられている部分空間法が代表的な機械学

習手法として挙げられる。部分空間法において、前処理として広く活用されている特徴抽出・選択を行うのみで実装で

き、その学習アルゴリズムは非常にシンプルであるため、個人認証などの実問題においても広く活用されている。しかし

ながら、学習データに汎化能力が非常に依存するため、すべての問題に実用できない可能性があるという欠点があ

る。 

 本研究者は、これらの SVM・部分空間を主に研究を行っており、上記に示した問題点などを解消する学習アルゴリズ

ムの提案とそのアルゴリズムを実問題を適用した応用研究を行っている。現在、主として行っている研究として SVM の

スパース性を高め、複雑な最適化問題を簡単化するスパース SVM の研究や部分空間法の汎化能力向上のために

SVM の概念を取り入れた部分空間法に基づく SVM に関する研究を行っている。さらに応用研究として、それらの識別

手法を歩行姿勢を学習データとした歩行姿勢に基づく個人認証システムの構築や GPGPU を用いた識別・関数近似木

の学習効率の向上化などを行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提供可能な設備・機器： 特になし 

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 

 


